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１．地域に関する課題 
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都市部（指定都市・中核市）で働く    
医師の割合（性・年齢階級別） 
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全医師に占める「指定都市または中核市で働く医師」の割合 

2 平成26年医師・歯科医師・薬剤師調査 



大学 
 

単位：パーセント（％） 
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 0 ～ 5未満 
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20 ～ 30未満 

30以上 

北海道の医学部卒業生の動向 
出典：臨床研修修了者アンケート調査（平成26年） （厚生労働省調べ） 

医師１年目 
（臨床研修を行った 

都道府県） 

将来の希望 
（研修後に希望する 

都道府県） 

（参考：大学入学前） 

（高校等を卒業する前までに過ごした
期間が最も長い都道府県） 

（北海道内） 
（回答者：190人） 

東京:6.8％ 東京:8.4％ 東京:14.2％ 

49.5％ 100％ 64.2％ 58.9％ 
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大学 
 

単位：パーセント（％） 
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 0 ～ 5未満 

 5 ～ 10未満 

10 ～ 20未満 

20 ～ 30未満 

30以上 

岩手県の医学部卒業生の動向 
出典：臨床研修修了者アンケート調査（平成26年） （厚生労働省調べ） 

医師１年目 
（臨床研修を行った 

都道府県） 

将来の希望 
（研修後に希望する 

都道府県） 

（参考：大学入学前） 

（高校等を卒業する前までに過ごした
期間が最も長い都道府県） 

（岩手県内） 
（回答者：70人） 

東京:10.0％ 東京:11.4％ 東京:11.4％ 

31.4％ 100％ 38.6％ 51.4％ 
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大学 
 

単位：パーセント（％） 

 0 

 0 ～ 5未満 

 5 ～ 10未満 

10 ～ 20未満 

20 ～ 30未満 

30以上 

千葉県の医学部卒業生の動向 
出典：臨床研修修了者アンケート調査（平成26年） （厚生労働省調べ） 

医師１年目 
（臨床研修を行った 

都道府県） 

将来の希望 
（研修後に希望する 

都道府県） 

（参考：大学入学前） 

（高校等を卒業する前までに過ごした
期間が最も長い都道府県） 

（千葉県内） 
（回答者：71人） 

東京:28.2％ 東京:25.4％ 東京:23.9％ 

40.8％ 100％ 62.0％ 63.4％ 
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大学 
 

単位：パーセント（％） 

 0 

 0 ～ 5未満 

 5 ～ 10未満 

10 ～ 20未満 

20 ～ 30未満 

30以上 

東京都の医学部卒業生の動向 
出典：臨床研修修了者アンケート調査（平成26年） （厚生労働省調べ） 

医師１年目 
（臨床研修を行った 

都道府県） 

将来の希望 
（研修後に希望する 

都道府県） 

（参考：大学入学前） 

（高校等を卒業する前までに過ごした
期間が最も長い都道府県） 

（東京都内） 
（回答者：1093人） 

37.8％ 51.1％ 63.1％ 100％ 
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大学 
 

単位：パーセント（％） 

 0 

 0 ～ 5未満 

 5 ～ 10未満 

10 ～ 20未満 

20 ～ 30未満 

30以上 

大阪府の医学部卒業生の動向 
出典：臨床研修修了者アンケート調査（平成26年） （厚生労働省調べ） 

医師１年目 
（臨床研修を行った 

都道府県） 

将来の希望 
（研修後に希望する 

都道府県） 

（参考：大学入学前） 

（高校等を卒業する前までに過ごした
期間が最も長い都道府県） 

（大阪府内） 
（回答者：381人） 

東京:1.3％ 東京:3.4％ 東京:2.9％ 

40.7％ 100％ 68.2％ 67.7％ 
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大学 
 

単位：パーセント（％） 

 0 

 0 ～ 5未満 

 5 ～ 10未満 

10 ～ 20未満 

20 ～ 30未満 

30以上 

和歌山県の医学部卒業生の動向 
出典：臨床研修修了者アンケート調査（平成26年） （厚生労働省調べ） 

医師１年目 
（臨床研修を行った 

都道府県） 

将来の希望 
（研修後に希望する 

都道府県） 

（参考：大学入学前） 

（高校等を卒業する前までに過ごした
期間が最も長い都道府県） 

（和歌山県内） 
（回答者：50人） 

東京:0.0％ 東京:4.0％ 東京:8.0％ 

60.0％ 100％ 64.0％ 60.0％ 
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大学 
 

単位：パーセント（％） 

 0 

 0 ～ 5未満 

 5 ～ 10未満 

10 ～ 20未満 

20 ～ 30未満 

30以上 

島根県の医学部卒業生の動向 
出典：臨床研修修了者アンケート調査（平成26年） （厚生労働省調べ） 

医師１年目 
（臨床研修を行った 

都道府県） 

将来の希望 
（研修後に希望する 

都道府県） 

（参考：大学入学前） 

（高校等を卒業する前までに過ごした
期間が最も長い都道府県） 

（島根県内） 
（回答者：66人） 

東京:6.1％ 東京:7.6％ 東京:7.6％ 

22.7％ 100％ 37.9％ 33.3％ 
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大学 
 

単位：パーセント（％） 

 0 

 0 ～ 5未満 

 5 ～ 10未満 

10 ～ 20未満 

20 ～ 30未満 

30以上 

愛媛県の医学部卒業生の動向 
出典：臨床研修修了者アンケート調査（平成26年） （厚生労働省調べ） 

医師１年目 
（臨床研修を行った 

都道府県） 

将来の希望 
（研修後に希望する 

都道府県） 

（参考：大学入学前） 

（高校等を卒業する前までに過ごした
期間が最も長い都道府県） 

（愛媛県内） 
（回答者：71人） 

東京:1.4％ 東京:5.6％ 東京:7.0％ 

36.6％ 100％ 59.2％ 53.5％ 

10 



大学 
 

単位：パーセント（％） 

 0 

 0 ～ 5未満 

 5 ～ 10未満 

10 ～ 20未満 

20 ～ 30未満 

30以上 

福岡県の医学部卒業生の動向 
出典：臨床研修修了者アンケート調査（平成26年） （厚生労働省調べ） 

医師１年目 
（臨床研修を行った 

都道府県） 

将来の希望 
（研修後に希望する 

都道府県） 

（参考：大学入学前） 

（高校等を卒業する前までに過ごした
期間が最も長い都道府県） 

（福岡県内） 
（回答者：312人） 

東京:1.3％ 東京:5.4％ 東京:6.4％ 

42.3％ 100％ 59.3％ 63.1％ 
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大学 
 

単位：パーセント（％） 

 0 

 0 ～ 5未満 

 5 ～ 10未満 

10 ～ 20未満 

20 ～ 30未満 

30以上 

佐賀県の医学部卒業生の動向 
出典：臨床研修修了者アンケート調査（平成26年） （厚生労働省調べ） 

医師１年目 
（臨床研修を行った 

都道府県） 

将来の希望 
（研修後に希望する 

都道府県） 

（参考：大学入学前） 

（高校等を卒業する前までに過ごした
期間が最も長い都道府県） 

（佐賀県内） 
（回答者：60人） 

東京:5.0％ 東京:3.3％ 東京:6.7％ 

23.3％ 100％ 45.0％ 38.3％ 
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二次医療圏ごとの症例数と専門医数の比較（虚血性心疾患；北海道） 

患者数＝平成26年患者調査における二次医療圏ごとの虚血性心疾患の患者数 
      （患者調査上、患者数が報告されなかった医療圏は０になっている） 
専門医数＝平成26年医師・歯科医師・薬剤師調査における循環器内科医師数+心臓血管外科医数 
     （主たる診療科）  
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勤務医の1年間の学会・研究会等への参加日数（地域別） 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

指定都市・東京23

区 
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10日以上 

1～9日 

0日 

※ 過疎地とは、総務省の過疎地域自立促進特別措置法により市町村単位で指定した過疎地域 

出典）勤務医の就労実態と意識に関する調査 2012年9月 （独）労働政策研究・研修機構 



15 

先端医療技術の習得機会の欠如を感じるか？（勤務医の認識、地域別） 
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どちらともいえない 

感じる 

※ 過疎地とは、総務省の過疎地域自立促進特別措置法により市町村単位で指定した過疎地域 

出典）勤務医の就労実態と意識に関する調査 2012年9月 （独）労働政策研究・研修機構 
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地域別にみた労働時間の比較 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

指定都市・東京23区 

左記以外の地域 

過疎地以外 

過疎地 

80時間以上 
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60～70時間未満 

50～60時間未満 

40～50時間未満 

20～40時間未満 

20時間未満 

※ 過疎地とは、総務省の過疎地域自立促進特別措置法により市町村単位で指定した過疎地域 

出典）勤務医の就労実態と意識に関する調査 2012年9月 （独）労働政策研究・研修機構 



地域別にみた年次有給休暇取得日数 

過疎地域 

過疎地域以

外 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

指定都市・ 

東京23区 

上記以外 

0日 1～3日 4～6日 7～10日 11～15日 16～19日 20日以上 

※ 過疎地とは、総務省の過疎地域自立促進特別措置法により市町村単位で指定した過疎地域 

出典）勤務医の就労実態と意識に関する調査 2012年9月 （独）労働政策研究・研修機構 17 



初期研修医が将来の最終的な勤務地決定の際に重視するとした項目 

（出所）武田他（2010）「医師偏在の背景因子に関する調査研究 第１報」『日本医事新報』No.4471、p.106 18 
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医師のモチベーションの上昇の要因（年代別） 
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医師としてのキャリア向上 

収入 

「あなたの就労のモチベーションを上げる理由」 

出典）女性医師の就労支援に関するアンケート（私立大学医学部同窓会合同調査）平成23年 
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医師のワークライフバランスの意識（年代別） 
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仕事も自分の生活も同じくらい大切にする。 

自分の生活も大切にするが、どちらかというと仕

事の方を大切にする。 

仕事に生きがいを求めて、全力を捧げる。 

「仕事と自分の生活のどちらに重きを置いていますか？」 

出典）女性医師の就労支援に関するアンケート（私立大学医学部同窓会合同調査）平成23年 



 
２．診療科に関する課題 
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日本外科学会性・年齢別 会員数 

男 女 

生年 

30歳 

60歳 

50歳 

40歳 
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診療科ごとの勤務医の労働時間の比較 
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出典）勤務医の就労実態と意識に関する調査 2012年9月 （独）労働政策研究・研修機構 24 



診療科ごとの勤務医の宿直回数（月ごと）の比較 

出典）勤務医の就労実態と意識に関する調査 2012年9月 （独）労働政策研究・研修機構 
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診療科ごとの勤務医のオンコール回数（月ごと）の比較 

出典）勤務医の就労実態と意識に関する調査 2012年9月 （独）労働政策研究・研修機構 
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小児医療における休日・深夜診療の割合 

平成26年社会医療診療行為別調査より 

初診料＋再診料の算定回数に占める休日加算・深夜加算の算定割合を、 
0-14歳（15歳未満）と15歳以上とで比較した。 

1.1％ 

0.32％ 
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1.2

0-14 15歳以上 

全外来診療に占める休日・夜間診療の割合 （15歳未満の方が高い（約３倍）） 

歳 
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各診療科における訴訟リスク 

厚生労働省 「社会保障審議会医療部会資料」 
 



３．施設に係る課題 
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病床規模別にみた勤務医の労働時間の比較 

出典）勤務医の就労実態と意識に関する調査 2012年9月 （独）労働政策研究・研修機構 
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病床規模別にみた年次有給休暇取得日数 
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病床規模別にみた勤務医の将来の働き方の希望 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

100床未満 

100～299床 

300～499床 

500床以上 

診療を辞めたい 
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別の病院の、別の診療科に異動したい 

別の診療科（病院は同じ）に異動したい 

別の病院（診療科は同じ）に異動したい 

今の職場（同じ病院・同じ診療科）で働きたい 

その他 

出典）勤務医の就労実態と意識に関する調査 2012年9月 （独）労働政策研究・研修機構 32 



診療所従事医師数の推移（地域別） 

33 医師・歯科医師・薬剤師調査 
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※H19年以降、新たに指定都市・中核市に加わった、堺市, 前橋市,大津市,豊中市,枚方市,久留米市,那覇市 
 については、それぞれの年の「指定都市・中核市」から除いてある。 



４．就労環境に関する課題 
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36 

出産後に勤務医が常勤として業務継続できない理由 

出典）勤務医の就労実態と意識に関する調査 2012年9月 （独）労働政策研究・研修機構 



37 

女性医師が仕事と子育てとを両立しながら働き続けることができる環境を整備 
するための方策 

出典）勤務医の就労実態と意識に関する調査 2012年9月 （独）労働政策研究・研修機構 
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その他 ・女性医師のみに質問 
・3位までの複数回答 

％ 



平成26年8月8日 第１回 女性

医師のさらなる活躍を応援する
懇談会 片岡構成員提出資料 
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平成26年8月8日 第１回 女性

医師のさらなる活躍を応援する
懇談会 片岡構成員提出資料 



外科領域におけるキャリア支援のニーズ 

日本外科学会 一般会員アンケート 回答 N=3195 2009 40 



院内保育所がある医療機関の割合の推移 
（設立主体ごと） 
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出典）医療施設静態調査 



院内保育所が病児保育に対応している医療機関の割合の推移
（設立主体ごと） 
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院内保育等の状況の地域差 
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当該地域の医療機関のうち、院内保育施設等へ対応を行っている施設の割合 


